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ためヒト皮膚抽出蛋白を作成し、ImmunoBlot ( IB )法を行い未知の抗原を検索する。
【結果】疱疹状天疱瘡血清は、直接蛍光抗体法、間接蛍光抗体法にて抗表皮細胞間自己抗体陽性であ 
った。しかし、ELISA法では抗デスモグレイン1，3 抗体陰性であった。そこで、ヒト皮膚抽出蛋白 
を作成し、I B を行ったところ、111kdaおよび103 kd aに陽性バンドを認め、この蛋白に対する自 
己抗体を持つことがわかった。これらは、表皮細胞間接着機構蛋白のうち抗デスモグレイン1，3 抗 













接蛍光抗体法を行い抗表皮自己抗体の存在を確認後、ELISA法にて抗デスモグレイン1 , 3 抗体を検 
索した。抗表皮自己抗体の自己抗原検索のためヒト皮膚抽出蛋白を作成し、 I臟uno Blot (IB) 法を 
行い未知の抗原を検索している。その結果、疱疹状天疱瘡血清は、直接蛍光抗体法、間接蛍光抗体法 
にて抗表皮細胞間自己抗体陽性であった。しかし、ELISA法では抗デスモグレイン1 , 3 抗体陰性で 
あった。そこで、ヒ卜皮膚抽出蛋白を作成し、IBを行ったところ、111 kdaおよび103 kdaに陽性バ 
ンドを認め、この蛋白に対する自己抗体を持つことがわかった。これらは、表皮細胞間接着機構蛋白 
のうち抗デスモグレイン1，3 抗体、抗デスモコリン2, 3抗体の認識する蛋白とは、バンドサイズは 
異なっていたが、デスモコリン1 に対する抗体のバンドサイズと一致していた。結論として、抗デス 
モグレイン1，3 抗体陰性疱疹状天疱瘡血清において、表皮細胞間接着機構に働く蛋白のうち、デス 
モコリン1 を自己抗原とするものがあることがわかった。疱疹状天疱瘡は、デスモグレイン1，3 を 
自己抗原とする天疱瘡と考えられているが、自己抗原には多様性があることが示された。
以上のように、本研究は疱疹状天疱瘡において新たなデスモコリン1が自己抗原となり得ることを初
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めて見出したものであり、天疱瘡の病因解明に貢献するところ大なるものがある。よつて、著者は、 
博 士 （医学）の学位を授与されるに価するものと判定した。
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